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《ノート》

Triiodothyronine，　ThyroxineのRadioimmunoassay

一
　Amerlex　T3，　T4の基礎的・臨床的検討

Radioimmunoassay　for　Triiodothyronine　and　Thyroxine

－
Fundamental　and　Clinical　Studies　of　Amerlex　T3，　T4一

吉井　弘文＊ 上野　助義＊ 矢野　恵補＊

Hirobumi　YosHII，　Sukeyoshi　UENo，　Keisuke　YANo

1）epa〃ment　of　Radiology，　Ku〃lamoto　U〃iversityルtedical　School

1．はじめに

　各種甲状腺疾患における血清トリヨードサイロ

ニン（T3）およびサイロキシン（T4）の測定には，

現在ではRadioimmunoassay（RIA）が広く臨床に

用いられている．1，2・3・4）

　著者らも，1976年よりT3，　T4　RIA　PACによる

測定をおこなってきた2）が，今回assay法を改良

した新Kit，　Amerlex　T3，　T4（RCC一科研）を入手，

使用する機会を得，基礎的，臨床的検討をおこな

い，有用と思われたので報告する．

II．対象および方法

　測定の対象とした症例は，昭和54年9月以降，

熊本大学医学部附属病院放射線科を受診した各種

甲状腺疾患々者で，未治療および治療中の機能克

進症52例，原発性および続発性機能低下症20例，

1311治療後，機能正常となつた症例も一部含む正

常者80例の計152例である．

　基礎的検討は，上記症例より濃度の異なる3種

類のpoo1血清を作り測定に供した．臨床的検討
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では，上記の症例を，T3，　T4　RIA　PACと同時に

Amerlex　T3，　T4　Kit（T3　Kit，　T4　Kitと略す）を用

いて測定し，比較検討した．

　測定法はFig．1に示すとおりで，　T3　Kitでは，

Incubationに37°C　l時間を，　T4　Kitは，室温45

分を要するほかは，同様の操作である．

III・測定結果

　1．再現性（Table　1，2）

　各種濃度8検体についてintraassay　reProduci－

bilityを求めた．　T3　Kitでの結果を変動係数（CV）

よりみると，高濃度L9％，中濃度6．7％，低濃度

7．8°6となり平均5．59。であつた．T4　Kitでは高

濃度より4．5％，3．7％，4．2％となり平均4．1％で

あった．

　ロツトの異なる5Kitについてinterassay　varia－

tionを測定した．　T3　KitでのCVは高濃度4．7％，

中濃度7．7°。，低濃度10．0％で平均7．5％，T4　Kit

では高濃度より5．3％，6．3％，7．1％となり平均

6．2％であった．

　2．回収率（Table　3）

　回収率は，pool血清に，　Kit添付の標準血清3

種類を加えておこなった．

　その結果は，T3　Kitで84．2～94．7％で，平均

　Key　words：　Triiodothyronine，　Thyroxine，　Radio－
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StondOrdS、　Controls　ond　UnknOwns　25／441
Table　3　Recovery　test

↓ Sample　　Added

T3、　T4　（lasl）　　Solution　500ノμ1

↓
SOIid　Phose　onti－Serum　suSPenSiOn　500　　1

　　　　　　↓

　　　　Vortex　mix
　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　Incubote　for　l　hour　ot　37　C＝二　丁3

1ncubote　for　45　min，　Gt　room　temP．＝T4

　　　　　　　↓

Centrifuge　for　15　minutes　Gt　l5009

　　　　　　　↓

　　　　　Decont
　　　　　　　↓

　　　　　　Count

　　　Fig．1　Assay　protocol．
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Table　l　Intraassay　reproducibility Table　4　Addition　test

Serum　　Mean±SD　　CV（％）

T3　Kit

（ng／m’）

T4　Kit

（μ9／d’）

H
N
L
H
N
L

5．4±0．1

L5⊥0．1

0．9±0．07

24．3！二1．1

8．2土0．3

2．4tO．1

Table　2　1nterassay　varlatlon

1．9

6．7

7．8

4．5

3．7

4．2

Serum　　Mean土SD

　H3．6上0．2
　NL3上0．1
　L　　　　　O．5io．05

　A　　　　　　16．9tO．9

　N8．0］－05
　LL4上0．1

CV（％）

　4．7

　7．7

10．0

　5．3

　6．3

　7．1

T3　Kit

（ng／m～）

T4　Kit

（μ9／d’）

Sample

　3．4

　1．2

0．5

15．1

　8．0

　1．3

　・2（％）

7．0（102．9）

2．4（100）

0．9（　90．0）

32．0（105．9）

16．4（102．4）

2．8（107．7）

T3　Kit

（ng／m’）

T4　Kit

（μ9／d∫）

88．3％で，0濃度血清添加の回収率を100％と

するならば92．2％の回収率であつた．T4　Kitで

は，90．1～115．4％，平均100．2；。の回収率であっ

た．

　3．倍加試験（Table　4）

　Pool血清を倍量（50μ’）用いたが，その結果を

計算値に対する比率で示すと，T3　Kitで高濃度

102．99。，中濃度100｛）。，低濃度909・となり，平均

97．6％を示し，T4　Kitでは高濃度より105・9°・，

102．4％，107．7°、、で平均105・3°・であ’・た・

　4．稀釈試験（Table　5）

　Poo1血清を0濃度の標準血清で1／2，1／3・1／4に

稀釈した．結果を計算値に対する比率で求めると，

T3　Kitでは，全検体が100°。，T4　Kitでは92・7～

125°t（，で平均1　06．9°。であった．

　5．Incubation時間の影響（Fig．2）

　Incubation時間は，30分，45分，60分および90

分について検討した．T3　Kitにおいて，　Incuba。

tion温度37°Cで60分の規準時間に対して30分値
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Table　s　Dilution　test
（％）

239

T3　Kit
（ng／ml）

T4　Kit
（μ9／dl）

Sample

　H

N

L

11

N

L

　1　　　1／2　　1β

3．4　　　　　L7　　　　　L1

　　　（100）　　（100）

1．2　　　　0．6　　　　0．4

　　　（100）　　（100）

O．5　　　　0．3　　　　0．2

　　　（100）　　（100）

24．3　　　　11．9　　　　　8．2

（97．5）　　（101．2）

8．0　　　4．6

　　　（115）

1．3　　　0．8
（114．3）
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は0．4～0．2ng／m1低値を示したが，45分値では差

を認めなかった．90分値では高低濃度のものが

0．lng／m1低値を示した．

　T4　Kitでは，　Incubation温度室温（24°C）で45

分の規準時間に対して，30分値では，1．0～0．3μg／

d1低値を示したが，60，90分値で，高濃度のも

のが0．3，1．3μg／d1高値を示し，中低濃度のものは，

0．7～0．2μ9／d1低値を示した．

　また，各時間における標準曲線をTotal　count

に対する結合率（B／T）でみると，Fig．2に示すよ

うに，T3，　T4　Kitいずれの場合にも時間の短縮に

つれて，低濃度の結合率が下降する傾向を示した．
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Fig．2　Effect　of　incubation　time．
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240 核医学　18巻2号（1981）

　6．Incubation温度の影響（Fig．3）

　Incubation温度は，　T3　Kitにおいては，24°C，

37°C，45°Cにっいて検討した．T3　Kitは，　Incu－

bation時間60分で37°Cを規準温度としているが，

24°Cで高濃度のものが0．3ng／m1低値を示したが

その他の濃度では，24°C，45°C共に0．1ng／mlの

差を示すのみであつた．

　T4　Kitでは，10°C，24°C，37°Cにおいて検討し

たが，Incubation時間45分で規準温度である室温

（24℃）に比して，37°Cの低濃度のものは差を認

めなかったが，10°C，37°Cのいずれにおいても

0．7～0．2μ9／d1高値を示した．

　また，各温度における標準曲線をTotal　count

に対する結合率（B／T）でみると，Fig．3に示すよ

うに，T3　Kitは，温度が低下し，標準血清が低濃

度になるに従つて，結合率（B／T）も低下する傾向

を示したが，T4　Kitでは温度が低下するにつれて，

全体的に結合率（B／T）が低下する傾向を示した．

　7．臨床例（Table　6）

　152例の正常例および各種甲状腺疾患における

測定値をみると，T3　Kitで，機能九進症52例は

2．3～7．7ng／m1の範囲に分布し，平均値は4．0±1．7

ng／m1，80例の正常例では0．8～2．3　ng／m1で平均

1・5土0．3n9／m1，機能低下症は，0」～0．9　ng／m1で

0．5±0．2ng／m1の平均値を示した．

　T4　Kitでは，機能元進症52例で14．1～32．0μ9／d1
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Table　6　T3，　T41evels　of　various　thyroid　status

241

T3　Kit

（ng／m／）

T4　Kit

（μ9／d1）

Hyper．

Eu．

Hypo．

Hyper．

Eu．

Hypo．

No．　of

cases

2
0
0
2
0
0

5
8
2
5
8
2

　Range　　Mean±SD

2．3～　7．7　　　　4．0±1．7

0．8～　2．3　　　　　L5土0．3

0．1～0．9　　　　　0．5：とO．2

14。1～32．0　　　21．7土6．3

4．9～12．2　　　　8．4士1．9

0．6～　4．8　　　　2．5土1．1

に分布し，平均値は2L7土6．3μg／d／，80例の正常

例は4．9～12．2μg／d1で平均値8．4土1．9　p9／dl，機

能低下症では0．6～4．8μg／d1で，2．5土1．1μ9／d1

の平均値を示した．

　8．他Kitとの相関（Fig．4，5）

　各種甲状腺機能152例を用いて，本Kitと他

Kit（T3，　T4　RIA　PAC）による測定値との相関を

みると，T3では，相関係数o．97，回帰式y－1．13x

－ 0．06となり，全体的には，T3　RIA　PACより，

わずかに低値を示した．

　T4では，相関係数0．98，回帰式y－1・04x＋0・14

で，T4　RIA　PACよりいく分低値を示した．
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IV．考 案

　甲状腺ホルモンのRIA　Kitは，すでに臨床検

査法として広く用いられ，現在はassay時間の短

縮，操作法の簡略化を計る方向でKitの改良がす

すめられている7・8）．従来のT3，　T4　RIA　PAC　Kit
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は，Incubation終了後B．F分離に1時間を要し

ていたし，T3，　T4　RIA　PAC　PEGは，　PEGの添

加操作があった．

　新たに開発されたAmerlex　T3，　T4　Kitは，　B．F

分離にラテックス粒子を用い，これに，抗T3あ

るいはT4抗体をcoatingしているため，　B．F分

離剤の添加が省略され，T3，　T4　RIA　PACにおい

て，吸着剤添加後1時問を要していた分離時間も

不要となり，さらに，沈降物を計測するため，

assay　tubeと測定tubeが同一であることが利点

である．

　Kitによる測定値の精度，安定度を変動係数に

よりみると，intraassay　reproducibilityは，　T3　Kit

では低濃度になるにつれて，いく分CV値が高く

なる傾向は示したが，平均で5．5°。となり，T4

Kitでは濃度差によるCVに差はなく，平均4．1°。

と良好で従来のKitと同様の1直3・4）を示した．

interassay　variation（ま，　T3，　T4　Kit共に低濃度に

なるにつれてCV値が高くなる傾向を示したが，

平均値では，T3　Kit　7．5°6，T4　Kitで6．2°。となり，

他Kit2・5・6・9）に比してかなり良好な値を示した．

　倍加試験での測定値は，T3，　T4　Kit共に10°。以

下のばらつきを示すに止まり，低濃度血清の測定

に有用と思われる．稀釈試験では各濃度のものを

1／4倍までおこなつたが，T3　Kitでは，全測定

100（！，、と非常に良好であつた．これに対してT4　Kit

では，低濃度のものに，25°。のばらつきをみたが，

高濃度のものは6．5°、、以下に止まり，臨床上はほ

とんどさしつかえないものと思われる．

　回収率は，T3　Kitで平均92．20。，T4　Kitで平均

100．2％となり，T4　Kitの方が良好であ・・た．

　Incubation時間は，　T3　Kitは，45～90分では

差異を認めなかったが，T4　Kitでは30，90分の測

定値にばらつきが認められ，45～60分が妥当な時

間と思われる．

　Incubation温度の影響は，　T3　Kitでは，24°C，

45°Cを37°Cと比較しても測定値に大差を認めず

T4　Kitでも，24°Cに比して，10°Cで低濃度血清

がいく分高値を示したが，その他の10°C，37°C

では，ほとんど差異を認めなかつた．T3，　T4　Kit

いずれも大幅な温度設定が許されるものと思われ
る．

　臨床例において，正常値は，T3　Kitで，　L5，二〇・3

ng／mlであつたが，これより2SDをとれば，0・9

～2．1ng／m1が正常値域となり，　T3　RIA　PACと

一致した値が得られた．T4　Kitにおける正常値は，

8．4±L9μ9／dlで，これより2SDをとれば，4．6～

12．2μ9／dlが］E常イ¢｛」或となり，　T4　RIA　PACより，

上限がいく分低値を示した．また，T3，　T4　RIA

PACとの相関はそれぞれ，相関係数0．97，0・98で，

他Kit3・4・5・6）に比して良好であつた．

　以上のことよりAmerlex　T3，　T4　Kitによる測定

法は，操作過程が，簡便で，よく甲状腺機能を示

す有用なKitと思われる．

V．結　　語

　Amerlex　T3，　T4　KitによるTriiodothyronineお

よびThyroxineの測定につき基礎的臨床的検討

をおこなつた．

　両Kit共，再現性，倍加およびlrll収率試験は良

好であつたが，T4　Kitの稀釈試験において，低濃

度のものにばらつきが認められた．

　Incubation時川，温度の設定は，厳密にする必

要はなさそうである．

　T3　Kitの］E常値は0．9～2．1ng／m1，　T4　Kitは4・6

～12．2μ9／d／であつた．T3，　T4　RIA　PACによる

測定法との相関係数は，それぞれ，0．97，098であ

つた．

　本論文の要旨は，第15回日本核医学会九州地方会にお

いて発表した．測定に協ノ」いただいた岩崎和f“嬢に感謝

し・kす．
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